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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　耐熱透光性気密容器からなる発光管バルブ内に少なくとも一対の電極を設けるとともに
放電媒体を封入した発光管と；
　この発光管を囲繞して配設された耐熱透光性部材からなる円筒状の中空管と；
　この発光管および中空管の両端部を支持した一対のサポート部材と；
　中空管外面の仮想延長線内であって、上記発光管の同軸方向に紫外線透過が最も多い側
を向けて設けられるとともに上記発光管との間に空間が形成され、少なくとも２００ｎｍ
～４６０ｎｍの波長の紫外線放射をする始動素子を含む始動回路構成部材と；
　上記電極および始動回路構成部材に電気的に接続した給電部材と；
　上記発光管、中空管および始動回路構成部材を支持する一対のサポート部材を収容した
、不活性ガスまたは窒素ガスあるいは真空雰囲気にある外管バルブと；
を具備していることを特徴とする高圧金属蒸気放電ランプ。
【請求項２】
　紫外線放射する始動素子がグロースタータまたはエンハンサであることを特徴とする請
求項１に記載の高圧金属蒸気放電ランプ。
【請求項３】
　中空管が、少なくとも発光管バルブの内端部を覆う長さを有していることを特徴とする
請求項１または２に記載の高圧金属蒸気放電ランプ。
【請求項４】
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　放電媒体としてハロゲン化物が封入されていることを特徴とする請求項１ないし３のい
ずれか一に記載の高圧金属蒸気放電ランプ。
【請求項５】
　器具本体と；
　この器具本体内に配設された上記請求項１ないし４のいずれか一に記載の高圧金属蒸気
放電ランプと；
　この高圧金属蒸気放電ランプに接続した点灯回路装置と；
を具備していることを特徴とする照明器具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、外管バルブ内に発光管およびこの発光管を囲繞した透光性の中空管をサポート
部材に支持させるとともに、このサポート部材に始動用の紫外線放射始動素子を設けた高
圧金属蒸気放電ランプおよびこの放電ランプを用いた照明器具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
高圧金属蒸気放電ランプは、高効率、高演色を得るため発光管を小形化して温度を高める
とともにサポート部材などの酸化を防止するため、不活性ガスや窒素ガスあるいは真空雰
囲気とした外管バルブ内に発光管を封装した二重管構造としてある。
【０００３】
このような高圧金属蒸気放電ランプにおいて、たとえばメタルハライドランプは、発光管
内にハロゲン化物が封入されているため、ハロゲンによる電子吸着作用により初期電子が
不足して、始動特性がよくないということがある。
【０００４】
そこで、この対策として初期電子を増やすことが有効な手段として考えられ、たとえば特
公昭６０－３４２２３号公報などには、発光管の内部にプロメチウムＰｍ147やクリプト
ンＫｒ85などの放射性物質を封入して、始動時の電極間の電子放射を容易にする技術が開
示されている。
【０００５】
しかしながら、発光管内部に放射性物質を封入することは、発光管の製造上、放射性物質
に対する取り扱いおよび保管に厳重な管理を必要とするため、近年では、このような放射
性物質に替わる始動補助の手段が要望されている。
【０００６】
　そこで、この始動補助の他の手段として、特開平１－１３４８４８号公報、特開平１－
１３４８４９号公報や特公平７－７６６２号公報などには始動時、メタルハライドランプ
などの発光管に紫外線を照射する始動素子を備えたりあるいはグロースタータ（点灯管）
による高圧パルスや紫外線を利用する高圧金属蒸気放電ランプが開示されている。
【０００７】
この前者の紫外線照射による高圧金属蒸気放電ランプは、放電ランプを点灯させる際に安
定器から供給される高いパルス電圧を発光管の一対の電極および紫外線放射始動素子が有
する内部導電部材と外部導電部材とにそれぞれ印加し、紫外線放射始動素子のバルブ内で
放電させて紫外線を発生させ、この紫外線を発光管内に向け照射することにより電極の表
面から電子が放出され初期電子数が増加して発光管内における放電が生起し易く、始動が
行われるものである。
【０００８】
また、後者のグロースタータ（点灯管）は、バルブ内にアルゴンガスや水銀などを封入し
て紫外線放射始動素子とし、グロースタータのグロー放電によってアルゴンガスや水銀か
ら発生した紫外線を電極に向け照射して初期電子数を増加させるとともに、蛍光ランプの
グロースタータと同じ原理でバイメタルの開放時に安定器から高圧パルスを発生させて、
放電ランプの始動を行わせるものである。
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【０００９】
また、この高圧金属蒸気放電ランプは、名前の通り点灯時の発光管内の圧力はランプ電力
や大きさにも因るが１００ｋＰａ～５００ｋＰａ程度になり、不測の事態たとえば寿命末
期には発光管バルブの劣化や点灯回路の不具合に起因する異常電流などによって内圧が上
昇したときなどに、その圧力に耐えきれず発光管バルブの破裂を招くことがある。
【００１０】
この発光管バルブが破裂した場合は、発光管を形成するバルブのガラス片などが飛散して
外管バルブに衝突し、この外管バルブをも破損してこれらのガラス片などを器具外に飛散
して、その破片が下方に居る人を傷付けたり、下方に在る商品、製品や装置などに当たり
損傷させるなどのことがあった。
【００１１】
そこで、この対応手段として、この放電ランプを点灯させる照明器具において、器具の開
口部に透光性の強化ガラスや金網などからなる保護カバー部材を設けておき、ランプが破
裂した場合には保護カバー部材でガラス片などを受けガラス片などが器具外に落下飛散し
ないような防護処置が採られていた。
【００１２】
しかし、この器具の開口部に保護カバー部材を設けることは、カバー部材が不所望な光反
射、光吸収や光遮蔽などを生じたり、経時とともにカバー部材が汚れ可視光の透過率を下
げて、器具の発光効率を低下させる要因となっており、この汚れの清掃も高所にある照明
器具の場合は大変手間を要していた。
【００１３】
また、放電ランプ側の対応手段としては、ガラスの破片が飛散落下しないよう、外管バル
ブの外表面に透光性樹脂などの材料で防飛被膜を形成することが行われている。
【００１４】
この防飛被膜の形成により、外管バルブが破損してもそのガラス片は被膜により飛散が阻
止できるが、防飛被膜の許容耐熱温度が最も高いフッ素樹脂材料で２６０℃程度であり、
放電ランプの種類や出力などにより適用に制限があった。
【００１５】
そこで、他の対応手段として、たとえば特開平５－１２１０４７号公報、特開平６－２９
５７０８号公報や特開平１１－２８８６９６号公報などに記載されているように、発光管
を囲繞して発光管バルブと同じ材料などからなる耐熱透光性の中空管を介在させ、発光管
バルブが破損し飛散してもこの中空管に衝突させ、その飛散エネルギーを弱めることによ
ってガラス片などが外管バルブに直接に飛来するのを阻止して衝撃を和らげ、外管バルブ
の破損を防ぐようにすることが知られているとともに実際に多く採用されている。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】
上述したように発光管を囲繞して耐熱透光性の中空管を設けるとともに、発光管と紫外線
放射始動素子とを併設し、始動時に安定器から発生するパルス電圧を利用して、両者を作
動させるようにした高圧金属蒸気放電ランプは構成が簡単であるとともに点灯回路装置も
一つのもので済み経済性も高くなるという利点を有する。
【００１７】
しかしながら、従来、この種放電ランプにおいて、紫外線放射始動素子を含む始動回路部
材は部材間の接続の簡素化や熱的影響度などが優先されて、配設位置やその方向性につい
ては考慮されていなかった。特にグロースタータ（点灯管）の場合は、エージングのとき
に各バルブ内面のほぼ一定位置に飛来したエミッタが被着して紫外線の透過を遮蔽してい
ることがあった。
【００１８】
したがって、折角、紫外線放射始動素子を設けても、印加するパルス電圧が低いと利用す
る発生エネルギも小さく、紫外線放射始動素子からの紫外線の放射量が少なくなって、発
光管の始動を補助するに至らず点灯が困難な状態になることがあった。
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【００１９】
本発明は上記事情に鑑みなされたもので、発光管を囲繞して耐熱透光性の中空管を設ける
とともに始動補助に紫外線放射始動素子を用いた高圧放電ランプにおいて、始動が容易で
、かつ、確実に点灯ができる高圧金属蒸気放電ランプおよび照明器具を提供することを課
題としている。
【００２０】
【課題を解決するための手段】
　本発明の請求項１に記載の高圧金属蒸気放電ランプは、耐熱透光性気密容器からなる発
光管バルブ内に少なくとも一対の電極を設けるとともに放電媒体を封入した発光管と、こ
の発光管を囲繞して配設された耐熱透光性部材からなる円筒状の中空管と、この発光管お
よび中空管の両端部を支持した一対のサポート部材と、中空管外面の仮想延長線内であっ
て、上記発光管の同軸方向に紫外線透過が最も多い側を向けて設けられるとともに上記発
光管との間に空間が形成され、少なくとも２００ｎｍ～４６０ｎｍの波長の紫外線放射を
する始動素子を含む始動回路構成部材と、上記電極および始動回路構成部材に電気的に接
続した給電部材と、上記発光管、中空管および始動回路構成部材を支持する一対のサポー
ト部材を収容した、不活性ガスまたは窒素ガスあるいは真空雰囲気にある外管バルブとを
具備していることを特徴とする。
【００２１】
発光管の上下の主電極と並列的に接続した始動補助回路は電極に給電されると同時に通電
され、始動器として接続した紫外線を発生するグロースタータ（点灯管）などが蛍光ラン
プのグロースタータと同じ原理でバイメタルの開放時に安定器から高圧パルスを発生させ
るとともに、グロースタータ（点灯管）のグロー放電によってアルゴンガスや水銀から発
生した紫外線が発光管を照射して初期電子数を増加して放電ランプの始動を容易に行わせ
ることができる。
【００２２】
　そして、本発明では紫外線を発生するグロースタータ（点灯管）などの紫外線放射始動
素子の配設位置を中空管外面の仮想延長線内であって、上記発光管の同軸方向に紫外線透
過が最も多い側が向けられるとともに上記発光管との間に空間が形成されるように設ける
ことにより、その始動の確実性を高めることができた。
【００２３】
また、本発明では、発光管に近接するとともに囲繞して配設した中空管によって放熱が遮
蔽されるため、発光管バルブの温度が全体的に上昇し、最冷部をなすバルブ内端部の電極
の根元部をも昇温するので、バルブ内に封入した発光金属を加熱して蒸気圧を高め発光効
率や演色性を高めることができる。
【００２４】
また、万一、発光管バルブが破損しガラス片などが飛散しても、中空管がこれを阻止ない
しは衝撃を緩和して外管バルブに及ぼす応力を低減して、外管バルブの破損を防止して安
全上も大いに寄与できる。
【００２５】
本発明および以下の各発明において、特に指定しない限り用語の定義および技術的意味は
つぎによる。
【００２６】
本発明が適用できる高圧金属蒸気放電ランプは、たとえば、メタルハライドランプ、ショ
ートアークメタルハライドランプや高圧水銀ランプなどで発光管が外管バルブ内に封装さ
れた二重管などの多重管構造をしている。
【００２７】
気密容器の発光管バルブを形成する材料としては、石英ガラス、ホウケイ酸ガラスやアル
ミノシリケートガラスなどの酸化ケイ素を主成分とする耐熱透光性高シリカガラスあるい
はアルミナ、イットリア、マグネシア、ルビーやサファイアなどからなる透光性セラミッ
クを用いることにより、発光特性、耐熱性、耐蝕性や電気絶縁性などを満足できる。
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【００２８】
発光管バルブは円筒形、長円形、球形などの単一形状や複合形状したものからなる。発光
管バルブの端部に形成される封止部の形態はガラスの場合は圧潰封止やシュリンク（焼き
絞り）封止などが、また、セラミックの場合はディスクやキャップによる封止を採用する
ことができる。また、発光管バルブの封止部内に封止られる導入導体は金属箔に限らず、
金属線であっても差支えない。
【００２９】
また、発光管内に設けられる電極は、少なくとも一対であって、補助電極の有無は問わな
い。また、この発光管バルブ内に封入される放電媒体としては、水銀、発光金属のハロゲ
ン化物や希ガスなどが用途や特性などに応じて適宜選択して用いられる。
【００３０】
また、透光性中空管は、上記発光管バルブと同様な耐熱透光性の材料を用いることができ
、その形状は円筒形状をなしている。この中空管の肉厚は、１．０～３．０ｍｍ程度の範
囲のもので、中空管を二重管としてもよい。
【００３１】
この中空管の強度を高める手段として、中空管の外周に耐熱性のセラミックスなどの無機
繊維からなる線状やメッシュ状の補強体を巻装することにより対応させることができる。
また、中空管の表面に蛍光体膜、光拡散膜、紫外線を反射や吸収する遮断膜などの被膜あ
るいは光拡散用の凹凸面などを形成しても差支えない。
【００３２】
また、上記発光管およびこの発光管を囲繞した中空管の両端部を支持する金属部材からな
る一対のサポート部材は、発光管内の電極への給電部材として使われ電位がかかっていて
も、発光管バルブや電極と電気的に隔離された電位がかからない構成であってもよい。
【００３３】
すなわち、ハロゲン化ナトリウムを封入したメタルハライドランプでは、点灯時にナトリ
ウムイオンが発光管の近傍に配設した導電性材料からなるサポート部材などに引つけられ
る光電子作用が及ぶ可能性がある。
【００３４】
このため、通常、高シリカガラス（石英ガラス）からなる発光管バルブは、石英ガラスを
構成する酸化ケイ素の格子間距離が発光管内のナトリウムイオンよりも大きいため、正に
帯電したナトリウムイオンは上記発光管外表面の負の光電子による電位に引かれて発光管
バルブを通過して発光管外へ消失する。
【００３５】
このため、発光管内のナトリウム量が減少するので、ランプの発光効率が低下するととも
に発光管内に過剰の遊離ハロゲンが増えるのでランプ電圧が上昇し短寿命となっていた。
【００３６】
したがって、サポート部材への発光管の取り付けは、電気絶縁材料からなる封止部が帯状
のバンド部材により挟持固定されている。また、中空管のサポート部材への取り付けは、
中空管の端面とほぼ同形のリング状の金属板の複数箇所に起立片を設けた保持板を両端部
に当て起立片を起立させて中空管の端部を外側から抑えたり内外面の両側から挟むように
するとともに一部の起立片をサポート部材やバンド部材に溶接などの手段で接続すること
により固定したり、中空管の端部の相対した部分に軸方向に切込みを設け、この一対の切
込みを発光管を固定するバンド部材に装着するなどの手段で係止するようにしてもよい。
【００３７】
また、紫外線放射源をなす始動素子は、グロースタータ（点灯管）やエンハンサなどから
なり、２００ｎｍ～４６０ｎｍの波長の少な＜とも一部を透過する石英ガラスやホウケイ
酸ガラスなどの硬質ガラス、紫外線透過性の軟質ガラスあるいはセラミックなどの紫外線
透過性のバルブが用いられ、バルブ内にはアルゴンガスまたはアルゴンガスと水銀などの
放電媒体ならびに内部導電部材が封装されていて、グロー放電の際に紫外線を放出させる
。
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【００３８】
エンハンサの内部導電部材は、導電性および耐熱性を備えたモリブデンやタングステンな
どの金属であってもあるいは内部の不純ガスを吸収するゲッタ機能を兼ねるタンタルなど
を用いることができる。また、導電部材の形状および形態は、棒状、箔状やコイル状など
を許容し、封止部を貫通した導入線と接続していてもあるいは導入線を有さず容器外部と
誘電的に接続されるものであってもよい。
【００３９】
また、外部導電部材は、鉄ーニッケル合金、鉄ーニッケル－クロム合金、ニッケル、銅や
ニオブなどの金属からなる線状や箔状のもので、紫外線放射源のバルブの外周面に巻き付
ける形で設置され、内部導電部材と容量結合している。
【００４０】
また、外管バルブは、石英ガラスまたはホウケイ酸ガラスやアルミノシリケートガラスな
どの硬質ガラスあるいはソーダーライムガラスなどの軟質ガラスからなり、形状はＡ形、
Ａ形、ＡＰ形、Ｂ形、ＢＴ形やＥＤ形などに形成されている。
【００４１】
また、この外管の内部は、不活性ガスまたは窒素ガス雰囲気あるいは真空雰囲気としてあ
る。すなわち、外管バルブ内に不活性ガスまたは窒素ガスを低圧封入するか真空雰囲気と
することにより、点灯時に高温となる発光管構成部材、サポート部材やステム構成部材の
酸化などを防止するとともにランプの再始動時間を短縮したり、万一の外管バルブ破損時
の破裂を防止できる。
【００４２】
さらに、放電ランプの点灯姿勢は水平、鉛直はもちろん傾斜した姿勢であってもよい。
【００４３】
　本発明の高圧金属蒸気放電ランプは、紫外線放射する始動素子の少なくとも一部が中空
管外面の仮想延長線内にある。
【００４４】
　中空管（＝発光管）の中心軸と紫外線放射始動素子の中心とが合致しているのが紫外線
の照射が多く最も好ましいが、円筒形状をなす中空管の外周面をサポート部材側に延長し
た仮想線の内側に紫外線放射始動素子の少なくとも一部が存在するよう配置すれば、所定
の紫外線が発光管に向かって放射され、その始動の確実性を高める作用を奏させることが
できる。
【００４５】
本発明の請求項２に記載の高圧金属蒸気放電ランプは、紫外線放射する始動素子がグロー
スタータまたはエンハンサであることを特徴とする。
【００４６】
バルブの内部に水銀を封入したグロースタータ（点灯管）またはエンハンサは、通電時に
紫外線放射をして始動素子として最適である。
【００４７】
　本発明の請求項３に記載の高圧金属蒸気放電ランプは、中空管が、少なくとも発光管バ
ルブの内端部を覆う長さを有していることを特徴とする。
【００４８】
中空管が長いほど発光管バルブ破裂の際のガラス片などの飛散を防ぐことができるが、最
低でも発光管の内端部間を覆っていればよい。また、バルブの最冷部を形成する内端部が
保温されることにより所定の作用を奏する。
【００４９】
　本発明の請求項４に記載の高圧金属蒸気放電ランプは、放電媒体としてハロゲン化物が
封入されていることを特徴とする。
【００５０】
電位のかからない別々のサポート部材で発光管および中空管の両端部を支持させたことに
より、付近には電位のかかった導電体が存在しないので発光管内に封入したハロゲン化ナ
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トリウムなどが光電子作用により抜け出すことを防止できる。
【００５１】
　　本発明の請求項５に記載の照明器具は、器具本体と、この器具本体内に配設された上
記請求項１ないし４のいずれか一に記載の高圧金属蒸気放電ランプと、この高圧金属蒸気
放電ランプに接続した点灯回路装置とを具備していることを特徴とする。
【００５２】
　上記請求項１ないし４に記載の発光効率の低下やランプ電圧の上昇を来すことがない高
圧金属蒸気放電ランプを組み込んでいるので、発光特性の向上がはかれるとともに、万一
、発光管バルブが破損してもガラス片を飛散させることがない安全性の高い照明器具を提
供できる。
【００５３】
この照明器具は、器具内に点灯回路装置を備えていても、器具外に点灯回路装置を設けラ
ンプと接続されているものであってもよい。
【００５４】
この照明器具は、店舗、ホール、地下街、オフィスやスポーツ施設などの照明用として、
高い発光特性を呈することができる。
【００５５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。図１は本発明に係る高圧金属蒸気
放電ランプとして、メタルハライドランプの概略を示す正面図である。
【００５６】
この図１に示すメタルハライドランプＬは、一端部にステム２を封止した外管バルブ１内
の上下方に配設した一対のサポート部材７ａ，７ｂに発光管４およびこの発光管４を囲繞
した透光性中空管６の端部を支持させた構成となっている。
【００５７】
これら各部分を詳述すると、外管バルブ１はホウケイ酸ガラスなどの透光性の硬質ガラス
からなり、中央部に膨出部１１を有するとともに図示下部側の閉塞されたトップ部１２お
よび上部側のネック部１３に小径部分を有するいわゆるＢＴ形に形成されている。このネ
ック部１３側にはステム２が封止られた封止部（図示しない。）を有し、この封止部を覆
ってＥ形の口金３が取付けられている。
【００５８】
また、この外管バルブ１内に封装された発光管４は、透光性気密容器を形成する直管（Ｔ
）形の石英ガラスからなる発光管バルブ４０の両端部に圧潰封止部４ａ，４ｂを有し、こ
のバルブ４０内には対向してタングステンＷやモリブデンＭｏからなる一対の主電極５ａ
，５ｂおよび一方の主電極５ａの近傍に補助電極５ｓが設けられている。
【００５９】
上記圧潰封止部４ａ，４ｂ内にはリボン状のモリブデンＭｏからなる金属箔４１，…が気
密に封止られていて、この金属箔４１，…の内寄りには上記電極５ａ，５ｂ，５ｓが、バ
ルブ４０の外寄りにはモリブデンＭｏ線などからなる外部導入線４２，４２および４２ｓ
がそれぞれ溶接やかしめ止めなどの手段で接続されている。
【００６０】
また、発光管バルブ４０内には、放電媒体として所定量の水銀と金属ハロゲン化物および
アルゴンガスなどの不活性ガスが封入してある。この金属ハロゲン化物としては、よう素
Ｉや臭素Ｂｒなどのハロゲンと、ナトリウムＮａ、スカンジウムＳｃ、セシウムＣｓやデ
ィスプロシウムＤｙなどの少なくとも一種の発光金属とが封入され、発光効率、演色性や
色温度などの特性向上をはかっている。
【００６１】
また、透光性中空管６は、石英ガラスからなる上下端部が開口した円筒形状をなし、内部
の発光管４と所定の間隔を隔てて配設されている。
【００６２】
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なお、ネック部１３側のサポート部材７ａは、上記ステム２のガラス管２３に巻装したバ
ンド部材７２に締結などの手段で固定したり、ステム２に植設した導入線２１，２２とは
別の外部導入線を有しないサポート線に固定して支持されていてもよい。
【００６３】
外管バルブ１内における上記発光管４および中空管６の支持は、上記外管バルブ１のトッ
プ部１２およびネック部１３側に配設されるモリブデンＭｏやステンレスなどの線材７，
…や板状体を略コ字形に成形したサポート部材７ａ，７ｂの開口部に封止部４ａ，４ｂを
位置させて、帯状の金属板からなるバンド部材７１，７１で封止部４ａ，４ｂを挟み溶接
などの手段で接続することにより発光管４を固定している。
【００６４】
また、中空管６は、中空管６の端面とほぼ同形のリング状に打ち抜き複数箇所に起立片６
１，…を設けた保持板６０を両端部に当て起立片６１，…を起立させて中空管６の端部を
外側から抑えたり内外面の両側から挟むようにするとともに一部の起立片６１，…をサポ
ート部材７ａ，７ｂやバンド部材７１，７１に溶接などの手段で接続することにより固定
している。
【００６５】
なお、このままでは発光管４および中空管６の支持が完全ではなく、サポート部材７ａ，
７ｂの側面に金属製の羽根状の弾性（ばね）部材７３，７３を設け、（この弾性（ばね）
部材７３，７３はトップ部１２側のサポート部材７ｂ側のみであってもよい。）この弾性
（ばね）部材７３，７３がバルブ１のトップ部１２およびネック部１３の内周面に弾性当
接するとともに、発光管４自体も主柱として作用して外管バルブ１の中心軸上にあるよう
支持されている。また、７７，…は、サポート線７や給電線７４，７５などの間を橋絡し
て補強する電気絶縁物からなるブリッジ部材である。
【００６６】
また、外管バルブ１内における電気的接続は、図２に示す回路構成となっている。すなわ
ち、ステム２の一方の導入線２１は給電線７４、外部導入線４２を介し一方の主電極５ａ
と接続し、ステム２の他方の導入線２２は発光管バルブ４０と遠ざかるよう湾曲して離し
た細線からなる給電線７５、外部導入線４２を介し他方の主電極５ｂと接続している。ま
た、発光管４の上下の主電極５ａ，５ｂと並列的に始動補助回路が接続されている。
【００６７】
この始動補助回路は、始動用のグロースタータ（点灯管）８１、バイメタルを用いた熱応
動スイッチ８２、抵抗８３を直列接続し、グロースタータ８１と熱応動スイッチ８２との
接続部から限流抵抗８４を介し補助電極５ｓに接続したものからなる。なお、図中、８８
は交流電源、８９は安定器などで、これら部品で点灯回路装置を構成している。また、点
線内は放電ランプＬの外管バルブ１内に封装された部品である。
【００６８】
なお、上記グロースタータ（点灯管）８１が紫外線放射始動素子として作用し、その構成
はたとえば石英ガラスからなるバルブの一端部にリード線を気密に封着した封止部が形成
され、バルブ内にはリード線に接続したバイメタルからなる放電電極が所定の間隔を隔て
対峙しているとともにアルゴンＡｒが所定量封入されている。そして、グロースタータ８
１は通電時にバイメタルと放電電極間にグローが生起して、このグロースタータ８１のグ
ロー放電によってアルゴンガスから発生する紫外線を放射する。
【００６９】
　そして、本発明では紫外線の放射があるグロースタータ８１が、発光管４の中心軸とほ
ぼ同軸上にあって、しかも紫外線放射始動素子として紫外線透過が最も多いバルブの封止
部側を発光管に指向して給電線７４,７５などに取り付けられている。
【００７０】
すなわち、グロースタータ８１は、放電電極に形成されたエミッタ物質がエージング時に
飛散して、バルブ内面の特定箇所たとえばこの場合はバルブのトップ（頂）部側にエミッ
タ物質などが多く被着することにより不透明となっていて紫外線の放射が阻害されるので
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、封止部側を発光管４に向けている。
【００７１】
また、この実施の形態では発光管４および中空管６はサポート部材７ａ，７ｂに支持され
ているが、それぞれが独立し何ら電気的に接続していない電位のかからないサポート部材
７ａ，７ｂであって、発光管４内の主電極５ａ，５ｂ，５ｓへの電気的接続はステム２の
導入線２１，２２から給電線７４，７５などの別の給電部材により行われる。
【００７２】
そして、図１に示す高圧金属蒸気放電ランプＬは、ＢＴ型の外管バルブ１内に発光管４を
収容した二重管構造のメタルハライドランプＬとして、鉛直や水平状態あるいは傾斜状態
で点灯される。
【００７３】
このメタルハライドランプＬをソケットに装着して、電源８８から安定器などを有する点
灯回路装置８９を介し通電される。この点灯回路装置８９に接続された放電ランプＬは、
始動時、口金３の端子部（図示しない。）に電気的に接続した導入線２１，２２と給電線
７４，７５を介し発光管４内にある主電極５ａと主電極５ｂ、補助電極５ｓおよび給電線
７４，７５に並列的に接続したグロースタータ８１の両端間に高圧パルスが印加される。
【００７４】
この高圧パルスの印加によって、最も間隔および抵抗が小さくインピーダンスの低いグロ
ースタータ８１内のバイメタルからなる放電電極間で放電が生起し、グロースタータ８１
のほぼ透明な封止部側から紫外線が放射され発光管４の一方の端部の主電極５ａと補助電
極５ｓに向け紫外線が照射される。
【００７５】
このグロースタータ８１内のバイメタルが放電による熱応動で放電電極と接触することに
より放電は止まり補助電極５ｓに電圧が印加され、上記紫外線照射による作用も加わって
近接している補助電極５ｓと主電極５ａとの間の放電が促進される。
【００７６】
すなわち、発光管４の放電空間内に存在する電極５ａ，５ｓに、電極構成金属の仕事関数
以上のエネルギをもつ紫外線が照射された場合、電極５ａ，５ｓ表面から電子が放出され
、この初期電子数が増加して放電が生起し易くなる。
【００７７】
そして、グロースタータ８１内のバイメタルが冷えてきて放電電極と離れた瞬間に、点灯
回路装置８９の安定器に高圧パルスが発生して両主電極５ａ，５ｂに印加されると放電が
主電極５ａ，５ｂ間に移行して発光管４を短時間のうちに容易に始動するとともに、その
後は安定した点灯を持続させることができる。
【００７８】
なお、放電が両主電極５ａ，５ｂ間へと移行すれば発光管４の温度が上昇して熱応動スイ
ッチ８２が開放され、グロースタータ８１への電気的接続も遮断されグロー放電が生起き
しないとともに補助電極５ｓへの通電も停止する。
【００７９】
このように、本発明の高圧金属蒸気放電ランプＬは、グロースタータ８１からなる紫外線
放射始動素子を発光管４の電極５ａ，５ｓに向け配設したことで、始動時、発光管４内に
おける初期電子数が増加される結果、放電の生起がし易くなるとともに確実となり、ラン
プＬの始動に要する時間の短縮がはかれる始動特性の向上した放電ランプＬを提供できる
。
【００８０】
また、この高圧金属蒸気放電ランプＬは、発光管４や中空管６を支持するサポート部材７
ａ，７ｂが電気的に接続されていないので電位がかかっておらず、発光管４他端側の主電
極５ｂへの給電は遠く離した細線からなる給電線７４で行われるので、点灯時に光電子作
用によって発光管バルブ４０内からナトリウムイオンなどが抜け出すことを防止でき、放
電ランプＬの発光効率を低下したり、ランプ電圧を上昇させて短寿命に至らせるなどのこ



(10) JP 4861583 B2 2012.1.25

10

20

30

40

50

とがない。
【００８１】
さらに、万一、発光管バルブ４０が破損しガラス片が飛散しても、発光管４を囲繞して中
空管６を設けたことにより、これを阻止ないしは衝撃を緩和して外管バルブ１に及ぶ応力
を低減できて、外管バルブ１の破損を防止して安全上も大いに寄与できる。
【００８２】
さらに、このランプＬは発光管４に近接するとともに囲繞して配設した中空管６によって
発光管４の放熱が遮蔽されるため、発光管バルブ４０はさらに昇温する。すなわち、この
温度上昇は発光管バルブ４０の全体に及び最冷部を形成する内端部の電極５ａ，５ｂの根
元部をも昇温するので、バルブ４０内に封入された発光金属がよく蒸発して蒸気圧を高め
発光効率や演色性などの特性を向上した高圧金属蒸気放電ランプを提供できる。
【００８３】
図３、図４および表１は上記高圧金属蒸気放電ランプＬにおいて、円筒形状をなす中空管
６をサポート部材７ａ側に延長した仮想線の外側表面側から紫外線放射始動素子であるグ
ロースタータ（点灯管）８１を徐々に離間していった場合の、始動に要する時間について
調べた説明図とグラフと表である。
【００８４】
試料のランプは、定格電力が７００Ｗのメタルハライドランプで、外径が約１５０ｍｍ、
長さが（封止部からトップ部まで）約３７０ｍｍのＢＴ形をなす外管バルブ１内に、外径
が約２９ｍｍ、全長が約１３０ｍｍ、放電空間部（端部間）長さが約８８ｍｍ、電極間距
離が約６５ｍｍで、内部に放電媒体としてＳｃ－Ｎａ－Ｉ－Ｂｒからなるハロゲン化物を
約４２．８ｍｇ、水銀を約９０ｍｇ、アルゴンＡｒを約２．０ｋＰａ封入した発光管４と
、この発光管４を囲繞して外径が約４５ｍｍ、内径が約４１ｍｍ、全長が約９８ｍｍの円
筒形状をした石英ガラスからなる透光性の中空管６が収容され一対のサポート部材７ａ，
７ｂにより支持されている。
【００８５】
また、一方のサポート部材７ａ側に設けられたグロースタータ８１は紫外線透過性の軟質
ガラスからなる外径が約１２ｍｍ、全長が約３０ｍｍのバルブ内にバイメタル電極および
アルゴンＡｒと水銀Ｈｇとを封入し、バルブ端部と発光管４の端部との離間距離は約７０
ｍｍ、グロースタータ８１の端部と電極５ａとの最短距離は約１００ｍｍとし、発光管４
軸とグロースタータ８１軸とが平行した状態で配置してある。
【００８６】
そして、図３は中空管６をサポート部材７ａ側に延長した仮想線に対し配設したグロース
タータ８１の位置を示す説明図、図４は仮想線の外側表面側からグロースタータ８１を徐
々に離していった場合の始動に要する時間について調べたグラフで、横軸はグロースター
タ８１の中空管６外側表面側からのはみ出し率Ｓ／Ｄ（グロースタータ８１のバルブの最
外側表面から中空管６外側表面までの離間距離Ｓｍｍ／グロースタータ８１のバルブ外径
Ｄｍｍで、グロースタータ８１の全体が中空管６内にある場合、Ｓ／Ｄは１００％未満）
、縦軸はランプの始動（電源投入から発光管のアーク発生まで）に要した時間（Ｓｅｃ）
である。
【００８７】
この図４によれば、グロースタータ８１の中空管６外側表面側からのはみ出し率Ｓ／Ｄ×
１００％が１００％未満、すなわち、グロースタータ８１の少なくとも一部が中空管６と
重複した位置にあれば、放電ランプＬは３０秒以内での始動が可能であった。
【００８８】
また、表１はグロースタータ８１の配設位置およびその向きを変えた場合の各１０本の試
料ランプの３０秒以内での始動可能数を調べたものである。
【００８９】
表１中アルファベットはグロースタータ８１の配設位置を示し、円筒形状をなす中空管６
をサポート部材７ａ側に延長した仮想線の外側表面内のほぼ中心にあるものＡ位置（Ｓ／
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Ｄは０％）、外側表面（中空管の肉厚）に一部がかかっているものＢ位置（Ｓ／Ｄは約９
０％）、外側表面外のものＣ位置（Ｓ／Ｄは約１２０％）について、かつ、グロースター
タ８１の紫外線放射が最も高い封止部側を発光管４側と対向して配置したもの、グロース
タータ８１封止部側を発光管４側として斜行して配置したもの、グロースタータ８１を発
光管４に対し水平状態で対向して配置したものについて調べた。
【表１】

表１から明らかなように、中空管６（＝発光管４）の中心付近にグロースタータ８１を配
置（Ａ…Ｓ／Ｄが０％）すると紫外線照射の作用が大きくランプの始動特性が良好であっ
た。また、中空管６（＝発光管４）の中心から離れるにしたがい（Ｓ／Ｄが大きくなるに
したがい）始動特性が低下した。さらに、グロースタータ８１の向きは中空管６（＝発光
管４）と同軸の鉛直が最も良く、傾斜状態から水平状態になるにしたがい始動特性が低下
する傾向にあった。
【００９０】
　なお、本発明では、始動時に紫外線放射始動素子８１から発光管４に向けて多量の紫外
線が照射されるよう両者間は空間であるのが望ましい。また、付近に配設されたサポート
部材７ａ，７ｂや給電線７４，７５あるいは点灯回路構成部品などが反射体として作用し
て、紫外線放射始動素子８１からの紫外線を発光管４に照射するため、紫外線放射始動素
子８１は各サポート部材７ａ，７ｂ、給電線７４，７５や点灯回路構成部品などの間に配
設されるのがより好ましい。
【００９１】
また、図５は本発明に係わる高圧金属蒸気放電ランプＬを装着したスポーツ施設照明用な
どの高天井用の照明器具９の実施の形態の概略を示す縦断面図である。
【００９２】
この図３において照明器具９は、天井面などへの取付部をなす基台９１にソケット９２が
取着されているとともにこのソケット９２を囲みガード９３が設けられている。そして、
このガード９３の下端には金属板やほうろう製の円錐状をし内面に反射面が形成された反
射笠９４が固定され、上記ソケット９２に放電ランプＬの口金３が装着されることにより
保持と電気的な接続がなされる。
【００９３】
なお、この実施の形態では上記基台９１、ガード９３および反射笠９４などで器具本体を
構成している。また、ランプの点灯回路装置８９および電源スイッチ（図示しない。）は
器具本体とは別の所に設けられている。
【００９４】
このような照明器具９は、たとえばスポーツ施設の天井面に反射笠９４の開口部側を下方
に向けて取付けられ、電源スイッチを入れることにより電源８８から点灯回路装置８９、
ソケットを介して放電ランプＬに通電される。
【００９５】
そして、この反射笠９４内で口金３側を上方（ベースアップ）にした垂直状態にあるラン
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プＬが点灯されると、ランプＬからの可視光は反射面で反射され、あるいは直接に開口部
を透過して、被照射物であるコートやグランド面を照射して所定の照度が得られる。
【００９６】
したがって、上記高圧金属蒸気放電ランプＬを用いた本発明の実施の形態に係わる照明器
具９は、ランプＬに対応して始動特性の向上がはかられるとともに安全性が向上できるの
で、器具の開口部に強化ガラスや金網などからなる飛散防止用の保護カバー部材などの配
設を省くことが可能な照明器具を提供できる。
【００９７】
なお、本発明は上記実施の形態に限るものではない。たとえば中空管のサポート部材への
取り付けは、起立片を形成したリング状の金属板に限らず、中空管の端部に軸方向に切込
みを設け、この切込みを発光管を固定するバンド部材に装着するなどの手段で行うように
してもよい。
【００９８】
また、発光管および中空管を支持するサポート部材は、上下分離した一対のサポート部材
で光電子作用を回避するため電位のかからない構成としたが、ハロゲン化ナトリウムを封
入しない発光管などにおいては電極への給電部材として用いられてサポート部材に電位が
かかるものであってもよく、また、上下が導電部材などで一体的に接続されたサポート部
材であってもよい。
【００９９】
また、本発明に係わる照明器具は、放電ランプを鉛直状態で点灯するものに限らず、水平
や傾斜状態で点灯する器具にももちろん適用できる。
【０１００】
【発明の効果】
　請求項１の発明によれば、紫外線放射始動素子の配設を紫外線透過が最も多い側が中空
管の仮想延長線内で発光管と同軸方向とすることにより、紫外線が発光管を効率よく照射
して放電ランプの始動を容易に、かつ、確実に行わせ始動に要する時間を短縮できる高圧
金属蒸気放電ランプを提供できる。
【０１０１】
また、本発明では、万一、発光管バルブが破損しガラス片などが飛散しても、発光管を囲
繞して設けた中空管がこれを阻止ないしは衝撃を緩和して外管バルブに及ぼす応力を低減
して、外管バルブの破損を防止して安全上も大いに寄与できる。
【０１０２】
さらに、中空管により放熱が遮蔽されるため、発光管バルブの温度が全体的に上昇し、最
冷部をなすバルブ内端部の電極の根元部をも昇温するので、バルブ内に封入した発光金属
を加熱して蒸気圧を高め発光効率や演色性などの発光特性の向上がはかれるなど種々の利
点を有する高圧金属蒸気放電ランプを提供できる。
【０１０３】
　請求項２の発明によれば、バルブの内部に水銀を封入したグロースタータ（点灯管）ま
たはエンハンサを紫外線放射始動素子として用いることにより、有効な紫外線放射を行わ
せることができる。
【０１０４】
　請求項３の発明によれば、中空管が長いほど発光管バルブ破裂の際のガラス片などの飛
散を防ぐことができるが、最低でも発光管の内端部間を覆っていればよい。また、バルブ
の最冷部を形成する内端部が保温されることにより発光特性の向上がはかれるなど所定の
効果を奏することができる。
【０１０５】
　請求項４の発明によれば、放電媒体としてハロゲン化物が封入されている発光管を有す
る放電ランプに適用して、上記請求項１ないし３に記載したと同様な効果を奏する高圧金
属蒸気放電ランプを提供できる。
【０１０６】
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また、発光管と中空管を電位のかからないサポート部材に支持させることにより、点灯時
に光電子作用によって発光管バルブ内からナトリウムイオンなどが抜け出すことを防止で
き、放電ランプが発光効率の低下を来したり、ランプ電圧を上昇させて短寿命になるなど
のことを防止した高圧金属蒸気放電ランプを提供できる。
【０１０７】
　請求項５の発明によれば、上記請求項１ないし４に記載の効果を有する高圧放電ランプ
を組み込んでいるので、発光特性の向上がはかれるとともに、万一、発光管バルブが破損
してもガラス片を飛散させることがない安全性の高い照明器具を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る高圧金属蒸気放電ランプの概略を示す正面図である。
【図２】図１に示す高圧金属蒸気放電ランプの点灯回路の回路図である。
【図３】図１に示す高圧金属蒸気放電ランプにおける、中空管に対するグロースタータの
配設位置を概略的に示す説明図である。
【図４】中空管を延長した仮想線の外側表面側から、グロースタータを徐々に離していっ
た場合の始動に要する時間について調べたグラフである。
【図５】本発明の実施の形態に係る高圧金属蒸気放電ランプを装着したスポーツ施設照明
用などの高天井用の照明器具の概略を示す正面図である。
【符号の説明】
Ｌ：高圧金属蒸気放電ランプ（メタルハライドランプ）
１：外管バルブ
４：発光管
４０：発光管バルブ
４ａ，４ｂ：封止部
５ａ，５ｂ：電極（主電極）
６：透光性中空管
７ａ，７ｂ：サポート部材
８１：グロースタータ（紫外線放射始動素子）
９：照明器具
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